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令和６年度エゾシカ対策事業（案） 

 

釧路湿原生態系維持回復事業実施計画（第２期）に基づき、令和６年度は以下の事業を実

施する予定。 

 

１．各地区における対策 

＜A 地区＞ 

 今年度の捕獲実績を踏まえ、資料２で設定した捕獲目標頭数の達成を目指し、囲いわな以

外も含めて捕獲手法や捕獲場所、設置箇所数について検討した上で、引き続きエゾシカの捕

獲を実施する。詳細は別添にて説明 

＜B 地区＞ 

 植生調査結果および広域的な植生への影響把握調査の結果を踏まえ、必要に応じて植生

の保護対策の実施を検討する。 

＜C 地区＞ 

 必要に応じてエゾシカの捕獲及び植生の保護対策を実施する。 

 

２．モニタリング 

（１）エゾシカの生息状況 

・A 地区：ロードセンサスを実施し、捕獲前後におけるエゾシカの生息状況の変化等を把

握する。 

・B 地区：細岡展望台カウント調査を実施し、エゾシカの生息状況の変化を把握する。 

 ・計画対象地域及びその周辺地域：関係行政機関による捕獲状況を集計する。 

 

（２）植生 

①植生詳細調査 【湿地林：８地区】 

エゾシカの採食等による中長期な植生への影響及び植生の回復状況を把握する。 

 ②簡易（採食圧）調査 【全調査区】 

   エゾシカの採食による短期的な植生への影響及び植生の回復状況を把握する。 

③植生保護対策の効果検証調査 

植生保護柵の設置効果を把握するため、植生保護柵内における保全対象種（エゾシ

カの採食影響を強く受ける種）の維持・回復状況を調査する。 

  ④広域的な影響把握調査の試行 

    今年度の検討内容に基づき、衛星画像及びドローンによる空撮画像を用いた、シカ

道の延長距離及び裸地化面積の解析調査を試行する。 
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３．評価 

（１）植生への影響 

1） 中長期的な植生への影響 

 ２．（２）①植生詳細調査（湿地林）の結果から評価する。 

2） 短期的な植生への影響 

 ２．（２）②簡易（採食圧）調査の結果から評価する。 

3） 広域的な植生への影響 

 ２．（２）④の調査試行の結果を踏まえ、調査手法の確立を目指すとともに、令和

６年度においては一部評価する。 

 

（２）対策効果等 

1） エゾシカ個体数調整の効果（A 地区） 

・２．（１）ロードセンサスの結果から、捕獲前後の観察個体数の変化により、エゾシ

カの個体数調整による密度抑制効果について評価する。 

  ・２．（２）簡易（採食圧）調査結果から、食痕率の経年変化により評価する。 

2） 被害防止のための捕獲の効果 

・C 地区でエゾシカの捕獲及び植生の保護対策を実施した場合、食痕率の変化等によ

り、植生への影響軽減効果及び捕獲実施地点の妥当性について評価する。 

3） 植生の保護対策の効果 

  ・２．（２）③の調査結果から、A、B 地区に設置している植生保護柵内外における保全

対象種の株長、開花結実枝数等の経年変化により、植生保護柵の効果及び設置範囲の

妥当性等について評価する。 

 

４．検討会議 

「令和６年度釧路湿原エゾシカ対策検討会議」を１回開催する。 

各種対策の実施及びモニタリング結果の評価等について科学的な助言を得るとともに、

本計画の実施状況等を関係者間で共有し、効果的な連携・協力を図るための連絡調整を行

う。  
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次年度以降の捕獲対策について 

 

（１）大型囲いワナの運用 

今年度の誘引・捕獲状況、捕獲候補地のロードセンサスにおける観察頭数を踏まえて、

今年度の捕獲地点の状況を整理した。 

図 1 各捕獲候補地における今年度のロードセンサスの最大観察頭数 

 

＜大型囲いワナの各捕獲場所について＞ 

温根内 

：複数の大きな群れが確認されていることから、保全価値の高い高層湿原を利用する個体

について引き続き多くの捕獲数が期待できる。 

サケマス分岐 

：２年間の捕獲休止後、観察頭数の増加により今年度から捕獲を再開している。最大観察頭

数は多いが、ワナ周囲で餌付いているシカは残り 20-30 頭ほどのため、次年度以降は誘引

範囲の拡大や警戒心を高めないように注意する必要がある。 

 

単年度の捕獲数だけでなく、その後の維持も考慮すると捕獲実施地点を選定する際には、

ワナ間の距離を誘引に支障がない範囲で近くなるように選定し、それぞれのワナで捕獲を

進めることで、ワナ周辺の個体数を下げつつ、相互のワナでの供給源の個体数も下げられる

可能性がある。次年度以降の捕獲実施地点を選定する際には、ロードセンサスによるワナ周

辺のエゾシカの生息状況の把握に加えて、ワナ間の位置関係についても検討する。 

中央
ロードセンサス最大観察数：182（12月）

温根内
ロードセンサス最大観察数：114（11月）

赤沼
ロードセンサス最大観察数：64（11月）

サケマス分岐
ロードセンサス最大観察数：137（11月）

土砂堆積場
ロードセンサス最大観察数：87（1月）

大島川

土砂堆積場北500m

サケマス分岐北500m

(別添) 
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（２）小型囲いワナの運用 

今年度は 2 基の小型囲いワナを運用し、2 月 9 日時点で 11 頭を捕獲している。小型囲い

ワナは少人数で稼働でき捕獲回数を確保しやすい、大型囲いワナに比べ設置可能な地点が

多いというメリットがある。一方で、大きな群れを効率的に捕獲することには向かず、オス

が餌を占有するとワナ内にシカが入りにくいなどの課題も明らかになった。 

次年度以降は、大型囲いワナで大きな群れを捕獲した地点、または大型囲いワナの設置が

難しく、群れサイズの小さい場所を選定し、運用することを検討する。 

 


